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取扱説明書

1.	 取扱説明書
取扱説明書は本装置のライフサイクル全体について説明しています。本説明書はすべてのユーザーの手の届く所
に保管し、また、本装置の新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

警告！

本取扱説明書には安全性についての重要な情報が含まれています！

記載されている注意事項に留意しないと、危険な状況が生じます。

•	 取扱説明書を読み、理解している必要があります。

1.1.	 表記

危険！

直接的危険性についての警告！

•	 遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告！

危険な状況に陥る可能性についての警告！

•	 遵守しない場合、重傷、または死亡する可能性があります。

注意！

潜在的危険性についての警告！

•	 遵守しない場合、軽症または中程度の負傷につながる恐れがあります。

注記！ 
物的損害についての警告！

•	 遵守しない場合、装置やシステムが損傷する可能性があります。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

	→実行する必要のある作業手順をマークします。

1.2.	 装置の定義
本説明書で使用されている「装置」という用語は、常に比例電磁弁用コントローラタイプ8605を指しています。

タイプ 8605

日本語
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適切な使用

2.	 適切な使用

比例電磁弁用コントローラタイプ8605を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危険が発生す
る可能性があります。

•	 この装置は、メディアのコントローラと制御のために設計されています。装置を直射日光に晒さないでくだ	
さい。

•	 野外での使用は避けてください。

•	 装置が正しく機能するためには、バルブに一致するPWM周波数を設定する必要があります。設定値の表は、	
Bürkertホームページ https://country.burkert.com→ タイプ 8605 に掲載されています。

•	 使用に際しては、契約書類および取扱説明書に指定された許容データ、稼働・使用条件を遵守してください。
これについては 「6. テクニカルデータ」 章で説明されています。

•	 装置は、Bürkertが推奨する、もしくは承認する場合にのみ、他社の装置やコンポーネントと組み合わせて使用
してください。

•	 適切な輸送、保管、設置および正確な操作とメンテナンスは、安全かつ問題のない作動の前提条件となります。

•	 装置は適切に使用してください。

タイプ 8605
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基本的な安全注意事項

3.	 基本的な安全注意事項
これらの安全注意事項は以下の点には考慮されていません：

•	 装置の取付、操作、およびメンテナンスで起こりかねない偶発事象。

•	 設置担当者や事業者が責任を負うべき現地の安全規則。

高圧による危険！

•	 ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインの流体（空気を含む）を抜いてください（圧力が解放された状
態にしてください）。

電圧による危険！

•	 装置またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働しないことを確認してください！

•	 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則に留意します！

装置・システムによってはプロセスの圧力が低下すると誤作動・怪我の恐れがあります。

•	 このような装置・システムでは圧力低下が発生しないように注意してください

•	 圧力供給システムは、圧力調整器、エアコン、遮断弁を適切に組み込んでいる場合でも、できるだけ大きな容量
（安全側）で設計してください。

一般危険状態。

機械を爆発の危険があるエリアで使用しない。

•	 システムが誤って作動しないようにしてください。

•	 設置・メンテナンス作業は、必ず認定された専門技術者が適切な工具を使用して行うようにする。

•	 電気または空圧供給の中断後、定義、もしくは制御されたプロセスの再起動を確認してください。

•	 この装置を問題ない状態及び取扱説明書を遵守した状態でのみ稼働してください。

•	 装置の使用計画および操作に関しては、一般技術規則を遵守してください。

注記！ 
静電気による危険がある部品/アセンブリ！

装置には帯電した静電気 (ESD) に過敏に反応する電子部品が含まれています。静電気を帯びた人員や物との接
触はこれらの部品の損傷につながります。最悪の場合は、部品が直ちに破壊されたり、コミッショニング後に故障
したりします。

•	 急激な静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にするために、EN 61340-5-1および 5-2による要
求事項に留意してください！

•	 電子部品を電源電圧供給時に接触させないでください！ 

本装置は、通則の安全規定に従って開発され、最先端技術に対応しています。しかしながら、危険が生じる
可能性があります。

本取扱説明書および記載されている注意事項を遵守しない場合や装置に許容されない干渉があった場合、
弊社はいかなる責任を負うものでなく、装置やアクセサリの保証も無効となります！

タイプ 8605
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一般注意事項

4.	 一般注意事項

4.1.	 連絡先
白鳥橋三笠ビル

ビュルケルトジャパン株式会社 (Bürkert Japan Ltd.)	
セールスセンター	
〒112-0005 東京都	
文京区水道1丁目12番15号	
白鳥橋三笠ビル	
電話 +81 35804 5020	
Fax +81 35804 5021	
Eメール： info.jpn@burkert.com

インターナショナル 
連絡先は印刷された取扱説明書の最後のページに記載されています。

以下のインターネットにも記載されています：

www.burkert.com

4.2.	 保証
保証の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでのタイプ 8605 の適正使用です。

4.3.	 ウェブサイトで閲覧できる情報
タイプ 8605 の取扱説明書およびデータシートはインターネットでご覧いただけます：

https://country.burkert.com

タイプ 8605
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システム詳細

5.	 システム詳細

5.1.	 所定の使用範囲
タイプ 8605 は、産業環境、特に制御および調整技術の分野での恒常的な使用を目的として設計されています。

5.2.	 一般的な説明
比例電磁弁用コントローラタイプ8605（以下タイプ8605）は、の範囲の電流で、ビュルケルト製比例電磁弁を制御
することができます。

外部からのアナログ信号をパルス幅変調電圧信号 (PWM) に変換し、比例電磁弁の電磁コイルに適用します。入
力信号の各値には、平均コイル電流の特定の値が割り当てられています。バルブの開度は、コイル電流によって比
例的に調整可能です。

5.3.	 装置のデザイン
2つのデザインがあります。

5.3.1.	 タイプ 8605 機器プラグコネクタ仕様

挿図 1：	 タイプ 8605 機器プラグコネクタ仕様

タイプ 8605
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システム詳細

プラグパターンAのバルブのプラグオンバージョン： 	
たとえば、タイプ 	 �2832、2833、2834、2835、2836、 	

2853、	
2863、2865、	
2873、2875 	
6022、6023、6024、 	
6223。

装置の仕様：

•	 仕様1 最大電流 200～1000 mA のバルブ用

•	 仕様2 最大電流 500～2000 mA のバルブ用

5.3.2.	 タイプ 8605 DINレール仕様

挿図 2：	 タイプ 8605 DINレール仕様

DIN EN 50022に準拠したDINレール取り付け用のハウジング内の個別の電子機器。このデザインは、指定された電
流範囲のすべての比例電磁弁に適しています。コントロールユニットは取り外せません。

装置の仕様：

•	 仕様1 最大電流 40～220 mA のバルブ用

•	 仕様2 最大電流 200～1000 mA のバルブ用

•	 仕様3 最大電流 500～2000 mA のバルブ用

タイプ 8605

日本語
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テクニカルデータ

6.	 テクニカルデータ

6.1.	 動作条件

警告！

怪我の危険！

野外での使用は誤作動の原因となります！

•	 タイプ 8605 を屋外で使用したり、許容温度範囲を超える環境で使用しないでください。

電源	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �12～24 V DC ± 10%	
残留リップル < 5%

ラインの記録	 	 	 	 	 	 	 	 	 約 1 W

出力電流（バルブへ）	 	 	 	 	 	 	 最大2 A

動作温度	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 -10 °C～60ºC / 14 °C～140 ºF

耐干渉性	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 EN50082-2に準拠

干渉放射	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 EN50081-2��に準拠

バルブの仕様に応じた電流範囲	 	 	 	 �40～220 mA、	
200～1000 mA、	
500～2000 mA

標準信号入力：

電圧（0～5、0～10 V）	 	 	 	 	 	 	 入力インピーダンス > 20 kW

電流（0～20、4～20 mA）	 	 	 	 	 	 入力インピーダンス <200 W

ハウジング：DINレール仕様：

保護等級	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 IP40 (DIN EN 60529)

素材	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ポリアミド / PBT

寸法	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 長さx幅x高さ：97x27x57 mm

ハウジング：機器プラグコネクタ仕様：

保護等級	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 IP65 (DIN EN 60529)

素材	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ポリアミド / PC

寸法	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 長さx幅x高さ：70x32x42.5 mm

タイプ 8605

日本語
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構造と機能

7.	 構造と機能

7.1.	 操作および表示エレメント

7.1.1.	 コントロールユニット

コントロールユニットは、LCDディスプレイとボタン/キーで構成されています。タイプ8605 を表示および設定する
ために使用されます。

表示値の単位	
(s、Hz、%、mA、V)

LCDディスプレイ

下限

 = アクティブ	
 = 非アクティブ

セットポイント = （コイル電流の）
基準値

プロセス値 ＝ （コイル電流の）
実際値

上限

挿図 3：	 コントロールユニット

キー割り当て：

ボタン/キー 表示レベル 設定モード 選択・確認したメニュー項目

  

表示値の切り替え	
PV [mA] プロセス値 	
PV [%] プロセス値 	
SP [%] セットポイント	
TV [%] デューティサイ
クル

上にスクロール	
（選択）

数値のインクリメント（増加）

  

下にスクロール	
（選択）

数値のデクリメント（減少）

3秒	
設定モードに移行

選択したメニュー
項目の確認

個々のメニュー項目の選択と解除

メインメニューと
サブメニューの切

り替え	
たとえば： 
Out-VALV

設定値の確認

タイプ 8605

日本語
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構造と機能

7.1.2.	 コントロールユニットなしの動作時のLED

コントロールユニットなしで制御電子技術 8605 を操作する場合、動作状態は2つのLEDによって示されます。

緑LED：装置稼働中

黄LED：バルブの切り替え状態

挿図 4：	 コントロールユニットのない仕様のLED

7.2.	 基本機能
タイプ8605は、40から2000mAの範囲に対応するビュルケルトの比例電磁弁を制御する製品です。

外部からのアナログ信号をパルス幅変調電圧信号 (PWM) に変換し、比例電磁弁の電磁コイルに適用します（「挿
図 5：  制御エレクトロニクスタイプ 8605 の基本機能」を参照）。入力信号の各値には、平均コイル電流の特定の値
が割り当てられています。バルブの開度は、コイル電流によって比例的に調整可能です。

負荷p1

0～5/10 V	
0/4～20 mA

標準

挿図 5：	  制御エレクトロニクスタイプ 8605 の基本機能

0～5 V、0～10 V、0～20 mAまたは 4～20 mAを標準信号として設定できます。

タイプ 8605

日本語
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構造と機能

電磁コイルの誘導性により、PWM電圧信号の矩形の時間曲線は対応する電流曲線に変換されませんが、コイル電
流は鋸歯状の「滑らかな」時間曲線を示します（「挿図 6：  コイル電流からのPWM電圧信号の時間曲線」を参照）。	
時間平均（実効）コイル電流は、電圧信号のデューティサイクル τ に依存します。

τ = ton /(ton+ toff) 

PWM周波数に合わせてコイル電流を変化させると、電磁アーマチャに作用する磁力が比例的に変化するため、	
この周波数を適切に選択すると（「7.3. アプリケーションに対する調整」を参照）、電磁アーマチャが一時的な平衡位
置を中心に一定の小さな動きをするようになります（ディザの動き）。これにより、ベアリングポイント（支持点、特定
の開度位置）での静摩擦状態を防ぐことができます。

toff ton

t

U

I

挿図 6：	  コイル電流からのPWM電圧信号の時間曲線

電磁コイルの自己発熱とそれに伴う巻線抵抗の大きな変化により、コイル電流、ひいてはバルブの開度は、一定の
デューティサイクルでは一定に保たれません。内部電流制御を使用して、デューティ サイクルを適宜調整すること
により、これらの熱効果を補償します。

7.3.	 アプリケーションに対する調整
特定のアプリケーションにおけるバルブの動作範囲は、その定格サイズと既存の圧力条件に大きく依存します。

動作範囲を制御信号のスパンに最適にマッピングするために、実効コイル電流の基準値は、次のようにコントロー
ルユニットを介して設定されます。

•	 バルブの開放は、下限値 (I1) のすぐ上の電流値で開始されます。

•	 最大流量は、上限値 (I2) のすぐ下の電流値で達成されます。

下限値は、標準信号の最小値 (0 V、0 mA、または 4 mA) で調整される電流です。

上限値は、標準信号 (5 V、10 V、または 20 mA) の最大値に設定されます。

2つの基準値の間で、実効コイル電流は入力信号に線形に依存します（「挿図 7：  標準信号による電流」を参照）

タイプ 8605

日本語
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構造と機能

I2

I1

I

2 % 100 % 標準信号

挿図 7：	  標準信号による電流

基本値 I1 または I2 では、標準信号の全スパンにわたってバルブの全開口部の一部のみが掃引されるように、動作
範囲をスケーリングすることもできます。特に、流量範囲は、所定の圧力条件下でバルブが許容する値よりも小さい
値に制限することができます。

ゼロ点シャットオフは、入力信号の特定のしきい値（たとえば、最終値の2%未満）を下回る入力信号でバルブがし
っかりと閉じることを保証します。そのため、コイル電流は、 「挿図 7：  標準信号による電流」 に示す直線から逸脱
して、このしきい値以下の値でゼロに設定されているため、バルブの閉鎖スプリングの完全な力がシール力として
有効になるようにします。

必要に応じて、ゼロ点シャットオフを有効または無効にすることができます。

ランプ機能 とは、入力信号の急激な変化を減衰させ、調整可能なランプ（時定数0～10秒）に変換する機能です	
（「挿図 8： ランプ機能」を参照）。これは、流体制御変数の急激な変化が望ましくないアプリケーションに役立ち	
ます。ランプは、正および負のジャンプに対して個別に設定できます。

PWM信号の周波数は、使用するバルブに合わせる必要があります。

t

標準信号

電流

挿図 8：	 ランプ機能

上位コントローラとのデジタル通信が必要な場合は、「比例電磁弁用の büS仕様」を使用する必要があります。	
これは個別に入手可能であり（常にコントロールユニットなしで！）、比例電磁弁タイプ 8605 の既存の標準デジ	
タル制御部を後付けすることはできません。（「11.1.注文表：装置の仕様」も参照）。

タイプ 8605

日本語
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8.	 取付け

8.1.	 安全注意事項

危険！

システムの高圧による負傷の危険！

•	 ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインの流体（空気を含む）を抜いてください（圧力が解放された状
態にしてください）。

感電による負傷の危険！

•	 装置またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働しないことを確認してください！

•	 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則に留意します！

警告！

不適切な取付による怪我の危険！

•	 取付は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施してください！

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険。

•	 システムが意図せず作動しないよう保護してください。

•	 取付後、再始動が制御されていることを確認してください。

8.2.	 電気接続

危険！

感電による負傷の危険！

•	 装置またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働しないことを確認してください！

•	 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則に留意します！

8.2.1.	 機器コンセントの電機接続部

機器プラグコネクタ仕様の制御部タイプ 8605 の電気接続は、装置の4ピン端子台を介して行われます。

ケーブル：

•	 直径	 	 	 	 6～8 mm

•	 断面	 	 	 	 最大0.75 mm²

•	 ケーブル接続	 	 	 �ケーブル接続またはチューブコネクタ M12	
4ピン

タイプ 8605

日本語
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12～24 V DC GND

標準信号 (-)標準信号 (+)

挿図 9：	 接続端子台

12～24 V DC

GND 標準信号 (-)

標準信号 (+)

挿図 10：	 接続部チューブコネクタ

注記！ 
バルブ（機器プラグコネクタ仕様）にねじ込むときは、シールが正しく装着されていることを確認してください。	
M3ねじを締めすぎると（最大0.3 Nm）、ハウジングが変形し、ボタン/キーの正常な操作が保証されなくなります
のでご注意ください。

タイプ 8605

日本語
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M3ねじを最大0.3 Nm で締める

挿図 11：	 機器プラグコネクタ仕様のバルブへの設置

8.2.2.	 DINレール仕様

DINレール仕様の制御部タイプ 8605 の電気接続は、端子台を介して行われます。

端子台 ケーブル断面

2ピン バルブ用 最大1.5 mm²
4ピン 電源および標準信号用 最大1.5 mm²

タイプ 8605

日本語
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1

2

5

6

3

4

挿図 12：	 接続端子台

凡例：

1.	 12～24 V DC

2.	 GND

3.	 標準信号 (-)

4.	 標準信号 (+)

5.	 バルブ

6.	 バルブ

タイプ 8605

日本語
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9.	 設定

警告！

不適切な操作による危険！

不適切な操作は、人身事故や装置の損傷につながる可能性があります。

•	 タイプ8605は、製品を熟知した技術者や有資格者により操作されることが望ましい製品です。

注記！ 
設定を開始する前に、流体および電気の設置を行ってください。

9.1.	 操作モード
制御電子技術の操作時には、次の2つのモードが可能です。

•	 表示レベル

•	 設定モード

動作電圧をオンにするとタイプ8605 は表示レベルになります。

3 s
InP
Out
dELY
…
dAtA

End

設定モード表示レベル

挿図 13：	 表示および設定モードの切り替え

9.2.	 基本設定
設定モードに切り替えて、基本設定を定義します。

	→ Enterキーを3秒間長押しします。

次に、設定レベルの最初のメニュー項目がInPでディスプレイに表示されます。

	→ Enterキーを押して、メニュー項目InPの設定を行います。

3秒

タイプ 8605

日本語
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サブメニューがディスプレイに表示されます。

矢印キーを押すと、サブメニューの項目が切り替わり、必要な設定を行うことができます。

	→ Enterキーを押して希望の設定を確定します。

9.3.	 設定モードメニュー

3 sec

表示レベル

Output	
バルブ設定

Delay	
ランプ機能

Input	
入力信号の	
選択

Parameter	
その他パ	
ラメータ設定

Safe position	
安全位置

Cut off	
ゼロ点シャッ
トオフ

Data	
アップロードとダウンロード	
（機器プラグコネクタバージ
ョンのみ）
End	
表示モードに	
戻る

挿図 14：	 設定モードメニュー

3秒

タイプ 8605

日本語
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9.3.1.	 InP (Input) – 入力信号の選択

このメニュー項目で使用する標準信号のタイプを入力します。次の標準信号から選択できます：

•	 0～5 V、

•	 0～10 V、10 V、

•	 0～20 mA、20 mA、

•	 4～20 mA。

挿図 15：	 InP (Input) – 入力信号の選択

9.3.2.	 Out (Output) – バルブ設定

このメニューでは、電子機器は次のように調整されます：

•	 使用されているバルブ

•	 アプリケーション内の流体条件。

絶対に必要なのは：

•	 サブメニューVALV でのバルブタイプの設定と

•	 サブメニューAdJ でのコイル電流の動作範囲の設定

装置が正しく機能するためには、バルブに一致するPWM周波数を設定する必要があります。

•	 タイプ 2871、2873、および2875の場合、PWM制御周波数はサブメニューVAdJで調整する必要があります。

•	 特殊なアプリケーションでは、PWM制御周波数をサブメニューVAdJ で個別に設定する必要があります。
ご不明な点がございましたら、お近くの営業所またはBürkert技術センターまでお問い合わせください。
オールラウンドサービス番号：+49 (0) 7940 / 10 91 110

PWM周波数の設定値：	
バルブタイプの制御部に適したPWM周波数の表は、Bürkertのホームページ 	
https://country.burkert.com→ タイプ 8605 に掲載されています。

タイプ 8605

日本語

http://country.burkert.com/products_data/manuals/MA8605-Supplement-EU-ML.pdf


23

設定

挿図 16：	 Out (Output) – バルブ設定

VALV (バルブ) – バルブのタイプ設定

注意！

バルブタイプを間違えると危険です！

間違ったタイプのバルブを選択すると、バルブが損傷する可能性があります。

•	 必ず正しいバルブタイプを選択してください。

比例電磁弁コントローラタイプ8605は複数種類の比例電磁弁に対応する製品です。本製品の中には各比例電磁弁
のコイルの特長-サイズ、巻線データ、動的特性（誘導性と抵抗に依存する）-が記憶されています。そのため、適切な
電磁弁のタイプを選択する必要があります。

小さなディザ動作で PWM電圧信号に反応し、バルブに特に優れた応答感度を与える能力は、電磁コイルの動的
特性に大きく依存します。

一般的には、磁力が弱い小さな電磁コイルでも高い周波数に対応しています。低周波数の場合、動きの振幅が大き
くなりすぎ、不要な高レベルのノイズを生じます。大きな磁力を持つ大きな電磁コイルは、低い周波数でのみディザ
の動きを生成するため、滑り摩擦の状態が保証されます。

PWM信号に対するバルブの反応は、その周波数だけでなく、現在のデューティサイクル、つまり作用点にも依存し
ます。

バルブは、動作点が中程度のデューティサイクル [τ] にある場合により敏感に反応し、0%に近いまたは100%に近
いエッジ領域で開度がデューティサイクルに対応する場合はよりゆっくりと反応します。

この依存関係を補うために、デューティサイクルに依存し、三角関数（「挿図 17：  PWM周波数 / デューティサイク
ル」を参照）に従う可変PWM周波数で制御されます。エッジポイント (0%、100%) で周波数が最も低く、 τ = 60%
で最も高くなっています。

タイプ 8605

日本語
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0% τ60% 100%

fLO

f

fHI

挿図 17：	  PWM周波数 / デューティサイクル

バルブタイプを選択すると、PWM制御部の2つの制限周波数（HIとLO）が設定されます。動作点に応じて、実際の出
力周波数はこの範囲内になります。

以下の値（Bürkertバルブタイプの制限周波数 「挿図 17：  PWM周波数 / デューティサイクル」を参照）は、該当する
タイプの多数の個別装置の動作から経験的に決定されたものです。

タイプ

挿図 18：	 Bürkertバルブタイプの制限周波数

PWM周波数の設定値：

バルブタイプの制御部に適したPWM周波数の表は、Bürkertのホームページ 	
https://country.burkert.com→ タイプ 8605 に掲載されています。

タイプ 8605
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注意！

バルブタイプの指定ミスによる危険！

実際に使用されるバルブの代わりに、電磁コイルの特性が著しく異なる別のタイプを選択すると、バルブの機能
が著しく損なわれる可能性があります。変形スプリングバルブタイプ2822を使用する場合、間違ったタイプを入
力すると、装置に修復不可能な損傷を与える可能性があります。

•	 バルブタイプは必ず正しく設定してください。出荷状態では、このパラメータのデフォルト値として「---」（バル
ブなし）が設定されています。バルブが選択されていない場合、電磁コイルは無通電のままです。

•	 タイプ 2871、2873、および2875の場合、タイプの選択に加えて、PWM周波数を適合させる必要があります。	
バルブタイプの制御部に適したPWM周波数の表は、Bürkertのホームページ https://country.burkert.com→ 
タイプ 8605 に掲載されています。

バルブの選択は、使用されるデバイスの特性によって異なります。

バルブごとに摩擦特性は様々であり、また、敏感な制御動作と低ヒステリシス、もしくは低ノイズと大きなヒ
ステリシスのようにバルブごとに制御特性も異なります。これらのことを踏まえ、場合によっては推奨される
PWM周波数から外れることで適切な制御となることもあります。「9.3.3. VAdJ (Valve adjust) – バルブ周波
数の微調整」章も参照）。

9.3.3.	 VAdJ (Valve adjust) – バルブ周波数の微調整

VAdJメニューでは、バルブタイプの選択で設定した2つの周波数を、一定の範囲内で変更することができます。	
値の減少は、一般的に次のことに関連しています：

•	 バルブ特性曲線のヒステリシスの低減、

•	 応答感度の向上とならびに、

•	 ノイズ レベルの上昇。

周波数が高くなるとヒステリシスが大きくなり、応答感度が低下します。これにより、制御が遅くなり、ノイズレベル
が低下します。

挿図 19：	 VAdJ (Valve adjust) – バルブ周波数の微調整

•	 以下は、周波数ペアの入力に適用されます：HI値 > LO値。

•	 VALVメニュー項目では、バルブタイプに応じて、HIおよびLO値が常識的な範囲に制限されます。この範
囲外では、規則的な制御動作は期待できない場合があります。

タイプ 8605
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9.3.4.	 AdJ (Adjust) – コイル電流の調整

比例電動弁の動作範囲はコイル電流によって決まります。

•	 下限電流 – LO [mA]	
バルブがちょうど開き始める電流値。この値は、0%の基準値と実際値に対応します。設定される値は、装置により
異なります。

•	 上限電流 – HI [mA] 	
バルブが全開となった電流値を設定します。この電流値を上げても流量が変わらなくなった値がバルブ全開に
対応する電流値となります。この値は100%のセットポイントと対応します。比例電磁弁のコイルの最大電流値以
内となるように設定します。

動作範囲外の電流値は、制御には関係ありません。したがって、入力標準信号の範囲（たとえば0～10 V）は、コイル
電流の動作範囲に合わせて設定されます（「7. 構造と機能」を参照）。

特定のバルブタイプ（コイル仕様）の場合、動作範囲は、バルブの定格サイズとシステム内の圧力条件（フィード圧
および背圧）によって異なります。設定は、通常の動作条件下で行う必要があります。

挿図 20：	 AdJ (Adjust) – コイル電流の調整

•	 動作範囲の設定には流量計が必要です。最大流量がいつ始まり、いつ到達するかを判断するために使用
します。

•	 流量表示の絶対精度は重要ではありません！

最小および最大コイル電流の設定

流量スタート

	→バルブがちょうど開き始めるように、矢印キーを使用して最小コイル電流 I1 (AdJ = LO mA) を設定します。

	→バルブがまだ安全に閉じている電流値から始め、流量計が初めて流量を検出するまで矢印キー  を使用して
コイル電流を増やします。

	→ボタン/キー  を使用して、バルブが再び安全に閉じるまでコイル電流を数mA減らします。

	→ ボタン/キーで最小コイル電流 I1を確認します。

タイプ 8605

日本語
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最大流量

	→矢印キーを使用して最大コイル電流 I2 (AdJ = HI mA) を設定し、最大流量にちょうど到達するようにします。

	→最大流量に達するまで矢印キー を使用してコイル電流を増加し、さらに増加し​​ても流量が増加しません。

	→流量が再び著しく減少し始めるまで矢印キー でコイル電流を減らし、この値を キーで最大コイル電流 I2 
(AdJ = HI mA) として確認します。

バルブタイプによる電流ガイド値

開き始めと最大流量の現在値は、バルブタイプごとにデフォルト値がメニューに保存されています。ただし、これら
の値は、バルブの定格サイズと圧力条件に依存するため、大まかなガイド値としてのみ理解してください。メニュー
項目ADJでは、バルブの定格サイズと現在の圧力条件に合わせて現在の値を設定する必要があります。

すべての直動式比例電磁弁（つまり、タイプ6223を除くすべてのタイプ）では、開弁開始時の電流値 I1 は、上流圧力
が高くなるにつれて減少します。バルブの圧力降下が大きくなると、最大流量に達する値 I2も小さくなります。

パイロット操作バルブタイプ6223の場合、開弁開始時の電流値は、上流圧力が高くなると増加し、バルブの圧力降
下が大きくなると値 I2 も増加します。

9.3.5.	 dELY (Delay) – ランプ機能

入力信号の急激な変化を減衰させるランプ時間は、ジャンプアップとジャンプダウンで個別に入力できます。

•	 HI [s] – 正の信号ジャンプのランプ	
秒単位の時間指定 (0.1～10.0秒) は、セットポイントが0%から100%にジャンプすることを意味します。

•	 LO [s] – 負の信号ジャンプのランプ 	
秒単位の時間指定 (0.1～10.0秒) は、セットポイントが100%から0%にジャンプすることを意味します。

入力信号のジャンプが小さい場合、遅延時間は設定値にジャンプの高さをパーセントで掛けた値に等しくなりま
す。例えば20%から70%への急激な変化の場合、秒でHIで設定した値のちょうど半分です。

設定値が0.0秒の場合、それぞれのランプ機能は無効になります。

挿図 21：	 dELY (Delay) – ランプ機能

タイプ 8605
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9.3.6.	 Cut (Cut off) – ゼロ点シャットオフ

バルブがしっかりと閉じることを保証するために、ゼロ点シャットオフが作動し、入力信号が設定限界（設定標準信
号の0.1～5.0%) を下回ると、バルブは完全に非通電状態になります。

このバルブは、制御機能に加えて、開閉バルブとしての機能も持っています。

挿図 22：	 Cut (Cut off) – ゼロ点シャットオフ

•	 設定値が0.0%の場合、ゼロ点シャットオフは無効になります。入力信号が0%であっても、バルブには安
全な遮断効果はありません。

•	 バルブ電流制御は、入力信号が設定限界値より0.5%高い値になるとすぐに再開されます。つまり、ゼロ点
シャットオフのアクティブ化または非アクティブ化のヒステリシスは0.5%です。

•	 設定されたしきい値を下回る入力信号の範囲は、電流制御および流体の流量制御または調整に使用で
きなくなります。

9.3.7.	 PArA (Parameter) – 制御設定

調整されたコイル電流は、いかなる速度でも入力信号の変化に追従することはできません。

内部電流制御用に、さまざまなコントローラ パラメータのセットが保存されます。これにより、コントローラのダイ
ナミクスを次の3つのステップに分けて調整することができます：

•	 オーバーシュートが発生しやすい高速制御と、 

•	 オーバーシュートが発生しないことが保証されている低速制御。

セット1：ゆっくり

......       

セット3：速い

タイプ 8605
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挿図 23：	 PArA (Parameter) – 制御設定

9.3.8.	 SPOS (Safe position) – 安全位置の設定

4～20 mAの標準信号入力を選択し、入力信号が4mA以下になったときに調整される安全位置 (0.00～100.0%	
または200%) の入力。

挿図 24：	 SPOS (Safe position) – 安全位置の設定

標準信号4～20 mAは、入力値が4 mAを下回った場合にエラー検出を可能にする唯一の信号です。この	
場合、どの電流値を調整するかを定義することができます（たとえば50%）。

9.3.9.	 dAtA (Data) – コントロールユニットと基本デバイス間のデバイス設定のアップロー
ドとダウンロード

この機能は、1つのコントロールユニットから複数の基本デバイスにデバイス設定のデータを転送するために使
用されます。コントロールユニットを接続すると、そこに保存されているデータを基本デバイスに転送できます。

タイプ 8605
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この機能は、機器プラグコネクタ仕様でのみ利用可能です。

挿図 25：	 dAtA (Data)

uPLd (upload)

アップロード時には、基本デバイスのデバイス設定がコントロールユニットに転送されます。つまり、コントロー	
ルユニットのメモリがまず削除され、次に基本デバイスのすべての関連データが書き込まれます。終了すると、ディ
スプレイに「rdY」 (Ready) と表示されます。コントロールユニットにデータを転送できなかった場合は、「Err」 (Error) 
が表示されます。

dnLd (download) 

ダウンロード中に、コントロールユニットに保存されたデバイス設定が基本デバイスに転送されます。これは、	
データのバージョンが基本デバイスのバージョンと一致する場合にのみ可能です（たとえば、200～1000 mA仕様と 	
500～2000 mA仕様間のデータ交換は不可能です）。

転送後、データ交換が成功するとディスプレイに「rdY」が表示されます。データ交換ができない場合は「Err」が表示
されます。

9.3.10.	 END

それぞれの操作レベルを終了するには、矢印キーを使用してメニュー項目ENDを選択します。

設定レベルを終了すると、行った設定が保存されます。

SP
PV

%Hz
VmA

,
HI
LO
s

挿図 26：	 End
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9.4.	 制御電子技術の工場出荷時設定

メニュー項目 工場出荷時設定 備考

InP	 0～10 V 入力信号0～10 Vを選択

Out / VALV - - - - バルブが選択されていません

Out / VAdJ	 OFF バルブ周波数の手動微調整が無効

Out / AdJ LO：2 mA

HI：200 mA

これらの値は、バルブの選択によっ
て変更されます

deLY LO：0.0秒

HI：0.0秒

ランプ機能が無効

Cut LO：2.0% 2%でゼロ点シャットオフが有効

PArA SEt2 コントローラーパラメータセット	
2の選択

SPOS 0.0% 4 mAを下回ると安全位置0%	
（4～20 mA入力信号選択時）	
が選択

タイプ 8605

日本語



32

メンテナンス

10.	 メンテナンス

10.1.	 安全注意事項

警告！

不適切なメンテナンス作業による怪我の危険！

•	 メンテナンスは認定された専門技術者が適切なツールを使用してのみ行うことができます！

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険。

•	 システムが意図せず作動しないよう保護してください。

•	 メンテナンス後、再始動が制御されていることを確認してください。

10.2.	 メンテナンス作業
タイプ8605 は、この取扱説明書の指示に従って使用する場合、メンテナンス不要です。

タイプ 8605
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11.	 スペアパーツ
注意！

誤った部品による物的損害および負傷の危険。

誤ったアクセサリや不適切なスペアパーツにより、負傷ならびに装置、およびその周囲環境への損害につながる
恐れがあります。

•	 Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ使用してください。

11.1.	 注文表：装置の仕様

仕
様

PG
フ
ィ
ー
ド
ス
ル
ー
付
き
機

器
プ
ラ
グ
コ
ネ
ク
タ

機
器
プ
ラ
グ
コ
ネ
ク
タ
 P
Gフ

ィ
ー
ド
ス
ル
ー
付
き
 操
作
エ

レ
メ
ン
ト
な
し

機
器
プ
ラ
グ
コ
ネ
ク
タ
M
12

接
続
部
付
き

機
器
プ
ラ
グ
コ
ネ
ク
タ
M
12

接
続
部
付
き
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ユ
ニ
ッ
ト
な
し

PG
フ
ィ
ー
ド
ス
ル
ー
付
き
機

器
プ
ラ
グ
コ
ネ
ク
タ

機
器
プ
ラ
グ
コ
ネ
ク
タ
PG
フ
ィ

ー
ド
ス
ル
ー
付
き
 操
作
エ
レ

メ
ン
ト
な
し

機
器
プ
ラ
グ
コ
ネ
ク
タ
M
12

接
続
部
付
き

機
器
プ
ラ
グ
コ
ネ
ク
タ
M
12

接
続
部
付
き
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ユ
ニ
ッ
ト
な
し

D
IN
レ
ー
ル
取
付

D
IN
レ
ー
ル
取
付

D
IN
レ
ー
ル
取
付

最大	
コイル電流	
範囲 [mA]

200～	
1000

200～	
1000

200～	
1000

200～	
1000

500～ 	
2000

500～ 	
2000

500～ 	
2000

500～ 	
2000

40～ 	
220

200～	
1000

500～ 	
2000

注文番号： 316530 316521 316528 316522 316529 316523 316526 316525 316531 316532 316533

2824 24V DC X X

2824 12V DC X

2833 24V DC X X X X X

2833 12V DC X X X X X X X X X X

2835 24V DC X X X X X X X X X X

2836 24V DC X X X X X

2861 24V DC X X

2861 12V DC X

2863 24V DC X X X X X

2863 12V DC X X X X X X X X X X

2865 24V DC X X X X X X X X X X

2871 24V DC X X

2871 12V DC X

2873 24V DC X X X X X

2873 12V DC X X X X X X X X X X

2875 24V DC X X X X X X X X X X

6024 24V DC X X X X X X X X X X

6024 12V DC X X X X X

6223 24V DC X X X X X

6223 12V DC X X X X X
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デジタル制御部の仕様（büS / Bürkertコミュニケーター経由）：

仕様 最大コイル電流範囲 [mA]	 注文番号

コントロールユニットなしのM12	
接続の機器プラグコネクタ

200～1000 355 655

コントロールユニットなしのM12	
接続の機器プラグコネクタ

500～2000 364 714

選択可能な電流範囲が2つある場合は、小さい方を優先する必要があります。

11.2.	 アクセサリ

アクセサリ/単品	 識別番号：

機器プラグコネクタタイプ 8605 用のコントロールユニット 582 878
アングルコネクタ M12 4 ピン 784 301
接続ケーブル M12 4ピン5 mの長さ 918 038
カバーセット（コントロールユニットなしの動作用） 670 549

タイプ 8605
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12.	 梱包、輸送

注記！ 
輸送中の損害。

装置の保護が不十分な場合、輸送により損傷を受けることがあります。

•	 機械をほこりや湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して輸送してください。

•	 許容保管温度外にならないようにしてください。

13.	 保管

注記！ 
誤った保管は装置の損傷の原因となります。

•	 機械は湿気と埃のない状態で保管してください！

•	 保管温度：-40 °C～+55 °C    

13.1.	 運転停止
次のように、本製品を動作停止にします：

	→システムをエア抜きにします。

	→電源を切る

	→本製品を比例電磁弁及びその他の設備から取り外します

	→本製品を、元のパッケージまたは別の適切なパッケージに保管してください。

13.2.	 再試運転
本製品をを次のように操作に戻します：

	→再試運転の前に、本製品を開梱し、室温に慣らしてください。

	→次に、「8. 取付け」 章の説明に従って作業を進めてください。

タイプ 8605
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14.	 廃棄
	→環境に配慮した方法で装置と梱包材を廃棄処分してください。

注記！ 
媒体汚染された部品による環境への被害。

•	 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。   

国内の廃棄物処理規定を遵守してください。

タイプ 8605

日本語
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